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海底地震計・人工震源データとＭＣＳ反射断面を同時に用いる海底地殻構造解析の
新しい方法

New method for the evaluation of crustal structure analysis using OBS-control sources-
MCS records
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エアガン人工震源と海底地震計を組み合わせた広角反射・屈折法探査手法によって海底下の速度構造を求める際、同時
に実施されるマルチチャンネル反射法探査（MCS）によって得られる記録断面との整合性が問題になる。できる限り両
者から得られる波形データを満足するように地殻内の速度構造を得たい。今回、広角反射・屈折法探査におけるフォワー
ドモデリング解析の中でMCSの記録断面との対比をオフセット距離・深度（時間軸）断面上にて簡便に実現できるソフ
トウェアモジュールを開発し、両探査手法によるデータの総合的な解析を行った。MCS反射断面には深さを往復走時で
表した時間マイグレーション断面（Time migrated section）と深度マイグレーション断面（Depth migrated section）ある
が、広角反射・屈折法による地殻構造解析では地殻内の速度が未知数なので、解析しつつある速度構造モデルにおける
反射点直下の速度モデルをもとに往復走時を計算し、それを時間マイグレーション断面と重ねる計算を行う。反射断面
とＰ波速度構造モデルを重ねて PasteUpソフト（藤江ほか、2000）を用い画面上に表示する。
従来、広角反射・屈折法探査およびＭＣＳ反射法探査は、それぞれの波線の違いによって、岩石中の地震波速度不均質

性の影響を受け、両探査手法によって求められた地下の速度構造には違いが生じる可能性が高いと考えられていた。し
かしながら、今回開発したソフトウェアを使用した結果、多数の調査測線において屈折法探査手法による速度構造解析
結果と反射法探査による記録断面とはきわめて良好な整合性を示した。例えば、ＭＣＳで強い反射波面として観測され
る場所は海底地震計の波形解析上も広角反射する断面として表現でき、その場所における速度勾配も大きいとしてほぼ
表現できることがわかった。また、屈折法探査のレコードセクション上の初動走時の細かい揺らぎの多くが、反射法探
査断面から推定される音響基盤などの比較的浅部の構造の起伏によって説明できる場合が多いこともわかった。これら
のことは、今後、両手法を併用し、かつ高密度で調査することによって、深部に至るまでの地質構造の解析結果に対し、
より客観性を得ることが可能であることを示していると考える。


